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健
や
か
な
る
成
長
を
願
う
藤
田
幼
稚
園

七
夕
誕
生
会

藤 田 幼稚 園 では 、 園児 一 人 ひとり の

夢 や願い 事を 短 冊に託し て、 みんなで 、

七夕 飾りを つくりまし た。フ月８日 は「七

夕 誕 生 会」 を 開 催 し 、歌 や お 遊戯 、 劇

をし たあと 、お やつの 会食を しまし た。

園 長 先 生の お 話 や スラ イド で 園生 活 を

振 り かえり 、７月生 まれ のお 友達9 人 へ

は 、ご 両 親 から の メ ッセ ージ が 届け ら

れまし た。お父 さんお 母さ んからの 「 健

や かに 育ち ま すよ う に」 と の 願い が込

めら れてい ます。

伊達地方任爾ａ 併協議会設立……………………２

三県国見町交流……………………………………４

国保税がかわります………………………………５

６月のグラビア……………………………………８

保健だより………………………………………10

インフォメーション……………………………11

生涯学習つうし ん………………………………1４



伊
達
九
町

に
よ

る

伊
達
地
方
任
意
合
併
協
議
会
発
足

十
七
年
三
月

合
併
を
目

指
す

伊
違
は
ひ
と
つ
と
い
う
理
念
の
も
と
に
、
去
る
七
月
四
日
「
伊
達
地
方
任
意
合
併
協
議
会
」
設

立
総
会

が
開
催
さ
れ
、
合
併
に
向
け
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
議
会
の
議
決

に
よ
る
「
法
定
協
議
会
」
の
十
二
月
の
発
足
に
向
け
て
、
合
併
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
を
検

討
す
る
と
と
も
に
町
民
皆
様
の
意
向
を
充
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
平
成
十
七
年
三
月
の
合
併
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

駿
夊

総
会

は

、
伊

達
地

方
術

生

処
理
組
（
日
の
会

議

室

に
お

い

て

、
九
町

の

町
長

と
凌

会
議

長

、

各
町

．
．人

ず

つ
の

学
識

経
験

者

ら
合

わ
せ

て

．．
．卜

六
人

の
委
‥‥（

が
川

席
し

て

開
催

さ
れ

ま
し

た
．

協

議

会
設
ｙ

を

決

議
し

、
規

約

等

が

決
定

さ
れ

ま
し

た
．．
役
口

選

出

で
は
会

長

に
伊

達

地
方
町

村

会
長

で
あ

る
Ｍ

永

武
人

国
見

町

長

が
、
剛

会

長
に

は
伊

達
地

万

町

議
会

議

災
会

長

で
あ

る
鳥

橋
や

占
梁

川

町
議

会
議

長

が
選

ば

れ
ま
し

た

．

り

水
町

長

は
会

長
枇

任

に
あ

た
り

「
伊

違
地
万

の
将

来

に
誤

り

の
な

い
よ
う

、
そ

れ

ぞ
れ

の

役

割

分
批

に
よ

り
所

川

の
日

的

違

成

の
た

め
に

努
力

し

て
参
り

ま

す

」
と
あ

い
さ

つ
、（
川
併

に

向

け
た

準
備

を

進
め

、
協

議

が

整
え

ば
、
合

併
特

例
法

に

よ

る

優
遇
制
唆
適
川
と
な
る
平
成
卜

匕
年
三
Ｕ

水
を
目
途
に
進
め
る

こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。。

合
併
協
議
会
事
務
局
を
傑
原

町
の
伊
達
地
方
術
生
処
理
組
合

の
施
段
内

に
設
置
す
る
こ
と
や
、

ｆ
算
及
び
巾
米
計
両
等
を
定
め

ま
し
た
、
今
後
、
合
併
協
議
を

本
格
化
し
、
ｙ

け
れ
ば
年
内
に

は
議
会
の
議
決
を
経
て
、
法
定

陷
議
会
に
移
行
し
、
新
た
な
巾

町
建
設
の
基
本
構
想
に
杵
予
す

る
計
画
で
す

糾
織
構
成
は
、
最
高
機
関
で

あ

る
合

併
協

議

会
の
下

に

、
助

役

、
担

当
課

長

か
ら

な

る
幹
嘔

会
｛
事

務
レ

ベ
ル
の

最
鳥

機

関

｝
、

さ

ら
に

そ
の

ド

に
、
住

民

生
活

、

保
健

福

祉
、

産
袰

と

い
っ

た
九

の
専

門

部
会

が
あ

り
、

さ
ら

に

事

務

担
当

片

に
よ

る
ミ
ト

ー
の

分
科

会

が
設
置

さ

れ
ま
し

た

。

合

併
に
向

け

た
嘔

務
作

袰

を

進

め

る
協
議

会

事
務
川

は

、

伊

達

九
町

の
職

貝

卜

。
釶
‥
で

構
成

さ

れ

、
じ
月

川

日
辞
令

交

付
と

嘔

務
所

の
開

所
式

を
行

い
ま
し

た

。・

7月4日開催の伊達地方任意合併協阻会設立総会

真
新
し
い
看
板
を
披
露
す
る
冨
永
会
長
と
高
橋
幸
吉
副
会
長
（
写
真
左
）



伊達9町のあらまし

町名 � 世帯　

戸 �

人口　

人 �

面積　

kSd �　

平成15 年 度

一般会叶き冊予i 貘

桑折町 �4.021 �13.550 �42.97 �51餓9.330万円

伊達町 �3.418 �ｰ 0.777�9.22 �31偲　2.400万円

国見町 �3.21  7 �ｰ O. 972�37.90 �44億　7,000万円

梁j11酊 �5786 �20.905 �82  ､ 93�63
億　2.800

万円

保原町 �7.550 �24.753 �4  L99 �77億　6.600万円

霊山町 �2.721 �9.604 �87.33

世帯 一人口はH15 年６月１日現在現住人口

伊達９町の財政状況(平成１３年度決算)

�国見町�皿折酊 �　伊達 町
一 一3.586�

梁J11町 �保原町 �鬟山酊 �月舘町 �川俣曩l �飯野町 � 合叶

童入決算爾 �5.352 �4.856 ��ｽ 875 �8.126 �3.833 �a439 �6.489 �2.915 �45.47 ｰ

うち地方税饋 �942 �1 .333 �1 靆 05 �1 .533 �2.189 �611 �263 �1220 �４９６ �9.692

うち地方交付税 �2.294 �1 . 7 �1 .2 図 �330 ﾌ �2.839 �a040 �1 .467 �3.044 �1 .398 �19.400

織出決算顔 �5.177 �4.602 �3.385 �ｽ 65 ﾌ �ｽ 761 �3 ﾌ �2.391 �6.381 �a839 �43.893
うち義務的羅費 �985 �1 .729 �1.511 �3238 �146 �1.767 �  ー295 �2.668 �1 .319 �18.658

標準財政規横 �3.334 �3.425 �2558 �5.0  ー6 �5.472 �2. ﾌ 32 �1 ﾌ 28 �4.439 �1 .939 �8.  図 3

単位：百万円

● 義務的経 費…人件費、扶助費、公債賃からなり、義務的に支払わな ければならない鰹費

● 檣凖財改規模…標準的な状態で通常 収入されるであろう経常的一般財 源の規模

平成１４年度地 方財政状況髑重より

将来の人口構成 黠

日

本

吠

計

協

会

西`

竹

「

市

―

村

の

冊

来

人

口

」

よ

り
　

‐－

将来人口の推移

2000年　　2010 年　2  0 年　2030 年　(H12
年)人口 网 陣) 人口(H32年)人口(H42 年)人口

９,９０６人　8.43  ｰ人　6.8 人
国見町　 い . 198人　

△い .5 %　 △24.7 %　 △38.4 %

伊達　　　　　110. ４３７人　97.345人　83502 人

言 言

襦島県2  , 1 27干人　２０
ｍ ｙ ９昌 ご 混 ﾌ訟゚

増減率は2{XX}年度を基準とした増減



三
県
国
見
町
が
一
堂
に
集
う

町
・
議
会
に
よ
る
交
流
会
開
催

じ

月

八
日

九
州

・

福
岡
巾

に

お

い
て

、
長

崎
県

・
人

分

県

・

柵

鳥
県

の

．．．
県
国

見

町
の

町
艮

及

び
議

会
議
Ｈ

が

．
堂
に
会

し

て

の
（
口
川
交

流
会

が
開
催

さ

れ

ま
し

な

．
当

町

か
ら

は
、

冨
永

町

長

、
佐

藤
忠

美

議
長

を
は

じ

め
卜
し

名

の
議
Ｈ

が
出

席

、
．．
．

県
国
見

町

総
勢

川

卜
八

名

が
参

妲

、
こ

れ
ま

で
．
．町

川

で
の

交

流
は

あ
り

ま

す

が
、
．．
．
町
の

町

長

、
議
員

令
口

が

．
唯

に
会

す

る

の
は
初

の
試

み

で
す
　

ず
成

九
年
Ｌ

月

し

目
、

じ
夕

の
交

流

締
結

か
ら

し
年

凵

を
迎

え
て

の

問
匪
と

な

り

ま
す

会

議
は

出

席
行

の
紹

介

の
後

、

そ

れ
ぞ

れ
．．
．町

の

町
災

、
縦

長

が
挨

拶

、
冨

永
町

長

は
、「

ず
成

九
年

の
交

流
締

結

の

目
か

ら
し

年
を

迎
え

た
今

日

、
と

も
に

介

併
間

迦

が
人

き
な

課
辿

と

な
っ

て

お
り

、
こ

の
問

題
を

中
心

に

心
地

の
交

換

が
な

さ

れ
ま
す

こ

と
は

誠
に

時
宜

を

俳

た
交
流

会

の

開
催
で

あ
り

ま

す
」

と
今

開

催

の
意
義

を

述

べ
ま
し

た

沁
‥町

の
慨
要

説

明

が
な

さ
れ

、

特

に
介
併

問
題

の

収
り

組
み

状

況

に
つ

い
て
恒

心
目
が
あ

り
ま

し

た
　

長

崎

県

国
地

町

に
お

い
て

は

．

昨
年

川
月

に
八

町
で

法

定
協

議
会

を

設
雌

し

、

協

議

を
進

め
て

い

る
も

の

の

、

新
た

な

．
．
町
の

加
人

が
課
題

と

な

っ
て

い
る
こ

と
　

ま
た

、
人

分
県

国
見

町

に

お

い
て
は

、
昨

年
．
．．

月

に

近
隣

川
町

．
村

で
任

心

介

併
協

議
会

を
設
冫
‥
し

た

も

の
の

、
新

庁
を
‥
の
位

殴

の

問
題
で

協

議

が
難
航

し

て

い
る

現
況

が
袵

片

さ

れ
ま
し

た

．
当

町
か

ら
も

、

去

る
し

月

円
目

設
政

し

た

伊

達

地
方

任
患

介
俳

協
議

会

ま

で
の

経
過

を
説

明
し

ま

し

た
．

さ

ら
に

、
定

化
化

心
″
袰

等

の

収

り

組
み

な
ど

、
活

発

な
意
見

の
交

換

が
行

わ
れ
ま

し

た
．
最

後

に
汞

年
度

も

．．
．県

国
見

町
で

参

会

す
る

こ
と

を
確

認
し

、
当

町

が
幹
嘔

町
と

し
て

、
柵

鳥
で

の
開

催

が
提
叫

さ
れ

ま
し

た
．

今

回
の

開
催

は
今

年

．
．Ｕ

に

行

わ

れ
た

、
二

県
国

見
町

サ

ミ

ッ
ト

に
お

い
て

現
在

、
町

村
合

併

の

課
題

が
あ

る
も

の

の
、
町

名

が
存
続

す

る
限
り

人
的

物
的

交

流

を
存

続
す

る
と

の
確

忽

が

さ
れ

実
施

さ

れ
た
も

の
で

す
．

当

町

．
行

は

、
Ｌ

日
出

発
し

、

そ
の
囗
の
う
ち
に
長
崎
県
国
見

町
を
表
敬
訪
問
し
、
令
川
高
廿

学
校
総（
‥
体
育
人
会

の
サ
ッ
カ

ー
競
技
の
会
場
と
な
る
総（
‥
運

助
公
園
な
ど
を
俔
察
し
ま
し
た
Ｉ

ま
た
、
交
流
会
開
催
の
翌
九
日

に
は
人
分
県
国
見
町
も
功
れ
、

交
流
を
深
め
ま
し
た

八
月
Ｌ
句
に
は
中
学
生
が
長

崎
県
国
見
町
を
功
れ
、
ホ
ー
ム

ス
テ

イ
な
ど
を
通
じ
た
交
流
が

Ｆ
定
さ
れ
て
お
り
、
屯
な
る
交

流
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す

。



平成15 年度

国民健康保険税

国見町は伊達郡９町で

最も安く

六
月
二
十
日
招
集
の
国
見
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て

、
医
療
給

付
費
分
と
介
護
納
付
金
分
か
ら
な
る
、
平
成
十
五
年
度
国
民
健
康

保
険
税
の
算
定
率
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
十
四
年
度

の
所
得
と
医
療
費
な
ど
が
確
定
し
た
の
を
う
け
て
改
正

を
し
た
も

の
で
、
医
療
給
付
費
に
つ

い
て

は
、
加
入
者
の
負
担
を
極
力
抑
え

る
た
め
国
保
特
別
会
計
の
繰
越
金
等
減
税
財
源
九
千
万
円

を
充
当

し
、
そ
の
結
果
一
世
帯
当
り
の
平
均
年
税
額
は
十
二
万
千
二
十
一

円
で
前
年
比
十

丁

一
％
の
減
、
一
人
当
り
五
万
二
千
七
百
五
十

五
円
で
十

一
％

の
減
と
な
り
、
伊
達
郡
九
町
の
中
で
最
も
安
く
な

っ
て

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は

医
療
給
付
費
分
と
介
護
納
付
金
分

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療

給
付
賞
分
と
、
四
卜
歳
か
ら
六

卜
四
歳
ま
で
の
方
が
含
ま
れ
る

歐
帯
の
介
護
納
付
金
分
か
ら
な

つ
て

い
ま

す

。
税

額
に

つ

い
て

は

、
所
得

割

、
資

産
割

、
均

等

割

、
ず
等

割

の
川

つ
を

基
本

に

算
出

し

、
歐

帯

ご
と

の
は
険

税

を

決
定
し

て

い
き

ま
す

。（
騨

し

い
算

出
方

法

は
お

川

け
す

る
平

成
卜

瓦
年

皮

国
民

健
康

保

険
納

税

通
知
占

に

肚
帯

ご
と

の
課

税

内

訳

が
記

人

さ

れ
て

お
り
ま

す

の

で

ご
確
認

く
だ

さ

い
Ｊ

平成15年度 国民健康保険税の税率

卜
�

医療給

付贊分 �

介護納

付金分

所得割(

所得額に応じ計算) �5.62

 %(4.95

％) �0.96

％(

 0.60 % )

資産割(

固定資産税に応じ計算) �21.49

 %(22.82

％) �6.

 17 %(

 4.45 % )

被保険者均等割額

ぽ入者一人ひとりに加譁）�　19.724

円(22,166

円) �6.

 5 円(

 4. 4円)

世帯別平等割額(

一世帯に応じ加算) �20.166

円(22.788

円) �4.

 6円(

 3.2 円)

課税限度額(

課税される上限額) �53
万円 � ８万円

（　 ）は14年度

納
付
轡

は
世

帯
主
へ

国
民

他

康
保
険

税

の
納

付
μ

は
、
歐

帯
Ｋ

の
方

へ

お
川

け
し

ま

す

。
匪

帯
ド

の
万

が
国
保

に

加

人
し

て

い
な

い
場
（
口
で
も

、

家

族

の
中

に
国

保
加

人

者

が
い

れ

ば
欧
帯
Ｋ

が
納

税
義

務
酋

と

な
り
ま

す

。

世帯及び一人当たりの平均税負担額 (年額/円)

＼
�

医療給付費分 ��介護納付金分

�世帯当たり�一人当たり �世帯当たり �一人当たり

15年度 �121 . 021�.  755�24.676 �17.

14年度 �136.113�59 , 269�19,916 �13.  3

増減額 �△15. 2 �△6.514�4.760 �3.357

保
険
税
は
忘
れ
ず
に

保

険
税

は

健
康

を
守

り

、
介

護
を

支
え

る
人

切

な
財

源
で

す
『
。

忘

れ
ず

に
納

期
内

に
納

め
ま

し

ょ
う

。
税

の
公

平

性
を

保

つ
た

め

。
滞

納
者

に

は
岐
し

い
措
雌

が
と

ら

れ

る
こ
と

が

あ
り

ま
す

の
で

注

意
く

だ

さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

ｇ
5
8
5
1
2
7
7
8

保険税の軽減について
次の条件に当 ては まる世帯につい ては｡ 均等割及

び平 等割がそれぞれの 割合 で軽減されま す。

｢･  割 軽滅ﾄｰ一国保 加入者全員の前 年度分の総所待

金額等が33万円以下の 世帯。

『i‾ｙ罰鼇 蹐･･国保 加入者全員 の総 所得金額 等が33　

万円に被保険者( ただし 納税義 務者を除く口 人

につき24万５千円 を加算し た額Ｕ 下の世帯。

｢ｉ‾?‾奮 軽減卜･･国 保加入者全員 の総所得金額 等が33　

万円に 被保険 者 １人につ き35万円 を加算し た額

Ｕ 下の世帯。

40歳から65 歳の介護保険料は
国 保 税と し て 納め ま す

40歳から65歳の国民健康保険加入者の

介護保険料は､介護納付金分として算定し。

医療給付費分とともに一括で岡保税とし

て納めていただきます。



元
気
に
九
十
九
歳
を
祝
う

櫁

澤

兼

太

郎

さ
人

満
九

十

九
歳

を
迎

え
た

綏
澤

兼

太

郎
さ

ん
へ

、
じ

月
三

日

の
誕

生
日

に
自

寿

の
祝

い

が
届

け

ら
れ

ま
し

た

。
冨
永
町

長

か

ら
は
「
元

気

な
姿

に

は
驚

か

さ
れ
ま

す

。

い
つ
ま

で

も
お
元

気

で

」
と

町

条
例

に
よ

る
敬

老

祝

い
金

が
贈

呈

さ
れ

、

佐

藤

忠
美

議
会

議
長

か

ら
は

花

束

が
贈
ら

れ

ま
し

た
．．

綏

澤

さ
ん

は
明

治
．
．．
卜
し

年

Ｌ

月

．．
．
川
生

ま
れ

、
日

常
生

活

に
は
不

自

由

な
く

、
新

闘
を

く

ま

な
く
見

る

の

が
日
課

、
乾

布

摩
擦

や
牛

乳

も
飲

む
こ

と
も

欠

か

さ
な

い
と

の
こ

と

．
こ

れ
ま

で

の
中
で

職
争

の

こ
と

が
最

も

や

い
思

い
出

で
、

ま

た
帰

れ

る

と
き

の
立
‥
び

は
忘

れ

ら
れ

な

い

と

、
思

い
川

の
歌

を
披

露
し

て

く

だ
さ

い
ま
し

た

．

バースデイケーキのロ ウソク
の火 を吹き消す擂 澤さん

13年の歳月をかけ拓く

中山原樹園地農道完成
ず成２年から｣こ事を進めていた県営巾山原樹園地

農道が､13年の 歳月を かけ完 成 し まし た。総延 長3860m

の 農道網が、大字高城、 人木戸、光明寺地内

の通称中山原地区 75haを開きました。

中山原地|･(は、モモ、リンゴ、サ クランボなどの

米樹141地で、以前は２ｍ程皮の道路しかなく、車両

連行に 支障をきたしてお り、この整備により、農業

経営に人きく寄'jするものと期待されています。県

営'jt采として72％の高率補助により実地されました。

７月51 こ|には祝ｎ 会が開かれ、立派な完成を祝い

ました｡

・ 事 業 概 要・

事業杲

全体延長　　　3.  m

幹線農道( 幅員6.0m )

1.605m

支線( 幅員4.0～5. Om )

1  .  3m

耕作道( 幅員4.【】ｍ)

612m

果樹園を拓く中山原幹線農道

ご活用ください
公開用パソコン

画面 をタッチして操作
することができます

地
域
の
情
報
化
促
進
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報

技
術
）
の
活
用
を
図
る
た
め
、
町
民
が

イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
を
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
公
開
用

パ
ソ
コ
ン
を
、
役
場
や

観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
町
内
の
公

共
施
設
（
６
か
所
）
に
設
置
し
ま
し
た
。

自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
設
置
場
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。

一

設
置
場
所

・
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

・
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ー
階
ホ
ー
ル

・
上
野
台
体
育
館
内

・
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー

・
大
木
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
東
部
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー

※
利
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
開
設
時
間
内
と
な

り
ま
す
。



ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

町
民
三
千
人
に
よ
る
き
れ
い
な
町
づ
く
り

七
月

は
河

川
愛

護
月

間
で

す

。

七

月
六

日
に

は
町

内

。
斉

に
河

川

を
は

じ

め
道

路
、

側
溝

な
ど

を

泌
掃

す

る
、

ク
リ

ー
ン

ア

ッ

プ
作
職

が
展

問

さ
れ

ま
し

た

。

（
石
は

田

地
区

は
六

月
一
一
十

九

日

実
施

）
今

年
で

ニ

ト
こ

回
で

、

六

上

二
す

べ
て

の
町
内

会

か

ら

三

１
百

人

が
参

加
し

ま
し

た

。

町
内

会

単
位

に
早

刺
か

ら

作

業
は

始
ま

り

、
河
川

敷

や
道

路

沿

の

草
刈

り

や
ゴ

ミ
拾

い
、

側

溝
の
泥
あ
げ
な
ど
清
掃
活
動

が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
集

ま
っ
た
ゴ
ミ
は
九
・
六
ト
ン
と

膨
人
な
れ
で
、
町
建
設
業
協
会

の
協
力
で
川
収
さ
れ
ま
し
た
。

６月８日から 国見町花いっぱい運動が始まり

今年は大町南町内会をはじめ42団体の協力をい

ただきました。この連動は､ 花と緑で飾りうるお

いと安らぎのある町づくりを目指し､ 平成７年に

開催された「ふくしま国体」から始められ、今年

で９回目です。国道、県道、町道そして公共施設

など40か所余りで植裁が行われました。

花は､ 道行く人の心に安らぎを与えてくれます。

中学生のがんばり
第46回中学校体育大会の結果をお 知らせしま す。

県北地区大会

「バスケットボール」男子　Ａブロック第３位

「剣道」　　　　　 団体女子 第３位
「ソフトテニス」　 団体男子 ベスト８

団体女子 ベスト８
個人男子 第３位

簗瀬智秀・小島広行組
「柔道」　　　　　60k8 級 第２位 吉田 誠

7 . 級 第３位 阿留竜万

//　　第３位 高橋 瞬

伊達支 部大会

「バスケットボール」団体男子 第１位
「ソフトテニス」　 団体男子 第２位

個人男子 第１位

簗瀬智秀・小鳥広行組
第３位

佐藤雄樹・古山博規組
団体女子 第３位
団体女子 第１位

仲野美由紀・八巻思利組
第３位
引地香奈江・宍戸裕香組

「卓球」　　　　　 団体男子 第２位

団体女子 第２位
男子ダブルス　第３位 佐藤扁太郎・八巷責裕組

女子ダブルス 第２位 安達干華・本田員季子組
「柔道」　　　　　 団体男子 第２位

60kg級第１位　吉田 誠

73 級 第１位 阿部竜万
第２位 高橋 瞬

第３位 吉田 靖
「剣道」　　　　　 男子 第３位／女子 第２位

個人女子 第１位 槓 澤淳子
第３位 佐藤由梨絵

陸上競技大会 伊達支部大会

２年男子18M　I 位 鈴木 源／
２位　青山 純

１年男子18M　3 位 遠藤弘樹
２年女子IOOM　3位 吉田有希
低学年男子48M リレー　１位
低学年女子4〔X〕Ｍリレー　３位

福島県吹 奏楽コンクール第21回県北支部大会

県北中学校 金賞

県大会出場（10年ぶりの快挙）

柏
葉
体
育
館
で
行
わ
れ
た
伊
達
支
部

大
会
柔
道
7
3㎏
決
勝
、
阿
部
君
高
橋

君
の
県
北
中
同
士
の
峨
い

花いっぱいの町づくり



6月の
町立４小学校すべてが歯の優良校に

今年度の学 校歯科 保健優良 校に 小

坂小 、藤田小 、森江野小 、大木戸小の

町 立４校すべ てが努力 校に輝き まし

た。各校 が一丸となり､ 給食後の歯磨

きの 徹底や虫 歯の治療向 上に 努め て

きた成果で､ 県下でも 優れた成績です。

６月 ４日の「虫歯予防 デー」を中 心

に､ 各校では虫歯予防 に関する 催し を

開催､ な ぜ虫歯になるの か､ 正しい 歯

磨きについてのお 話がありまし た。
一緒に染め出し液により、歯垢の鱇き
具合をチェックする児童（森江野小）

環 境に易しい

アイガモによる

稲づくり

小
坂
小

学
校
で

は
、
同
校
の
裏

に
あ
る
学
校
水
田
へ

、
ア
イ

ガ
モ

を
放
し
、
瓔
境
に
や

さ
し
い
農
法

に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。
ア
イ

ガ

モ

は
害
虫
や
雑

草
を
食
ぺ
て

く
れ

土

を
か
き
回

す
こ
と
か
ら

、
農
薬

や
化
学
肥
料
の
使
用
が
少
な
く
て

す
む
と
の
こ
と
で

、
六
年
生
が
提

唱
し
ま
し
た
。
雛
を
譲
り
受
け

、

５

月
2
8日
に
は
‥囗
羽
を
水
田
に
放

し
ま
し
た
。
柵
を
設
け

。
小
屋
を

つ
く
り

。
ア

イ
ガ
モ
の
成
長
と
と

も
に

、
稲
の

成
長
を
見

守
り
ま
す
。

大木戸小で

ほのぼのコンサート
大木戸小学校 では ６月４日「ほのぼの

コン サート亅 が開かれ 、児童たちは直に奏

でられる音楽を楽し みまし た。子どもたち

によい音楽をと活動し ている 、福島市の長

谷川ファミリーがハープやバイ オリンなど

と歌をプレ ゼントし てく れまし たO 福島県

退職者互助会の公益事巣とし て 催され 、父

母たちも 会場に 詰め 掛け まし た。

アニメソング や童謡など 馴染みの曲が盛

り 込まれ 、ステージでは バレエ も演じら れ

まし た。

国見の桃をP  R

ミスピーチ来町

特産の桃をはじ め 、福島のく だもの

をＰＲする2 圓 3ミスピーチ　 キ ャンペ

ーン クルーがこ のほど国見网を訪れま

し た。クルーは全部で10名（う ち男性

３名）で構成され 。こ の日乗庁し たの

は３名で 、こ れから 全国各地でＰＲ活

動を展開し ます。

ｺ ミュニティ助成事業により テント６張寄贈

国見町まちづくり 推進協議会（佐藤忠美会長）では 、こ

のほど､ 宝くじ の晋及広報を進めている自治総合セン ター

の､ コミュニティ助成事業

により 、テン ト６張り をい

ただき まし た｡ この 事巣は 、

宝 ＜じ 事業の 収益 金を 財

源に､ 町 村や地域活動に 必

要な設備等の配備､ 充 実が

進められます。

グラビア



介
護
保
険
事
業
が
増
加

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
柵
祉
法
人
国
見
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
理
事
会
及
び
評

議
貝
会
は
五
月
Ｉ
ト
ハ
日
開
催

さ
れ
、平
成
卜
四
年
皮
の
事
業
報

告
と
決
算
が
報
吋

さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
が
実
施
し
た
老
人

福
祉
対
策
を
は
じ
め
児
童
柵
祉

対

策

、
地

域
福

祉
対

策

な
ど

の

事
業

実
績

が

報
隘

さ

れ
、
特

に

介
護

保
険

嘔

業
で

は
嘔

業
収

人

が

六
、
〇

う

八
万

円
（
前

年
比

四

四
・
匕

％
増

）
と
大

柵

な
増
加

と

な

り
ま
し

た

。
全

体

の
総
収

人

額

は
一

位
二

、

瓦
丿

一
万
円

、

積

夊

額
を

含
め

た

総
支

出
額

が

．
億

；

六

〇
．
．万

円

で

、
当

期

の
活

動
収

支

額
九

．．
．０

万
円

を

計
上

す

る
こ
と

が
で
き

ま
し

た

．

町

民
総

参

加

に
よ

る
福

祉
活

助
と

し
て

加

人

い
た

だ

い
た

．

般

・
特
別

の

会
八

数

は
三

、
〇

六

六
匪

帯
と

な
り

、

会
費

は
総

額

で
四
百

斤
卜

．
万

円
と

な
り

ま

し

た
、

．
般

・

ご
遺
志

の
寄

付

金

も
瓦
百

九

卜
．一
．
万
円

と

な

り

、
共

同

募
金

な

ど
町

民
み

な

さ
ま

よ
り

お
寄

せ

い
た

だ

い
た

善

意

が
報

告

さ
れ

ま
し

た
．

平
成
１４
年
度
決
算
の
概
要

（
単
位

・
干
円

）

総収入①　　　　125.322

総支出②　　　　116.021

うち事業支出　107.521

積立金特別支出8.500

収支差額③＝①－②9.301

会
　
員
　
数

（

平

成
1
4
年

度

末

）

一般会員　2.862 世帯

特別会員　204 世帯　

25団体

賛助会員　 法人34 件

団体４件

会費の額　4 , 512千円

夏の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

夏は開放感による危険・無謀な運転、署さからの疲労運

転を原因とした交通事故が多発します。県民総ぐるみで、

交通安全意識を高め、交通事故を防止しましょう。

期　間　７月16日(水)から７月25日(金)

までの10日間

スローガン｢ ルール無視 子供は見てます　真似します｣

運動の重点
･①飲酒運転．速度超遇など 悪惆・危険な運転と過労蓮転の追放

:匐子どもと高齢者の交通安全

:L3)シ ートベルトとチャイルドシートの魎用の徹底

新理事長に五十嵐衛さんを選出

シルバー人材センター総会

社
団
法
人
川
見
町

シ
ル

バ
ー

人
材
セ
ン

タ
ー

の
通
常

総
会
は

六
月
．一
Ｊ
卜
日
、
観
月
台
文
化

セ

ン
タ
ー
で
闘
か

れ
ま
し

た
、
昨

年
度

の
契
約
額
は
六
１

六
卜
万

円

（
前
年
比
○

・
○
五
％

増
）

と
卜
．－
．年
度
と

ほ
ぽ
同
額
の
契

約
額
で
あ

る
こ
と

が
報
杵
さ
れ

ま
し

た
．

役
Ｕ

改
選
で
は
安
達

要
造
理
嘔
長

が
退

任
、
新
た
な

理
事
長

に
ｆ
乢
卜
嵐
術
さ
ん
が
選

出

さ
れ
、
新
役
Ｕ

体
制
に
よ
り

始
動
し

ま
し
た
．

議
事

で
は
、
ｆ

成
卜
川
年
度

の
嘔
業

報
杵
、
決
算

が
報
告

さ

れ
、
ｔ

介
報
告
で
は
不
適
切
な

小

務
処
理
の
是
£

を
も
と
め

る

勧
七
口
が
な
さ
れ
ま
し
た
『

卜
7
1
:

年
度
の
嘔

業
計
画
方
針
と
し
て

、

―
就

業

先

の

開
拓

と

就

業

率

の

向

上
・。２
・・
安

令

就

袰

の

推
庫

３
地

域

に

密

着

し

た

セ

ン

タ

ー

運

営

等

を

確

認

し

ま
し

た

。

国

見

町

シ

ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ

ー
は

、
現

在
会

八

一

じ

八

名

、

平

成

匕

年

度

に

発

足

し

、

卜

年

度

に
法

人

化

さ

れ

ま

し

た

。
長

年

の
経

験

と

技

術

を

地

城

社

会

に
生

か
し

な

が

ら

、

生

き

甲

斐

の

充

実

を

求

め

社

会

貢

献

を

し

て

い

ま

す

。

親

切

で
ｒ

寧

さ
ら

に
低

価

格

な

こ

と

か

ら

、

。
般

家

庭

及

び

企

業

な

ど

へ

の
受

託

を

進

め

て

お

り

、

地

域

社

会

と

結

び

つ

き

を

強

化

し

、

信

頼

さ

れ

る

活

助

を

進

め
た

い
と

し

て

お

り

、「
お

気

軽

に

ご
川

命

く

だ

さ

い
ご

と

呼

び

か
け

て

い

ま

す

。



保健だより
保健 福 祉● ．保健 グル ー プ(  585  )  2783

匸 （ ｈｏｋｅｎ●tｏｗｎ.kｕnlml.f ｕkｕｓhiｍａjｐ

いのちを救う

愛の献血にご協力を!!

８月日(月)は国見町の献血の日です。

【場所】
(株) 東京エ ンゼ ル本社　国 見工場前

生協　 コープ 福島　 コープマ ート国 見前
福島信用金庫　国 見支店 前

【時間】
午前 ９時～ 午前11時30 分

午後１時～午 後３時

午後３時30分～午 後５時

※成分啝 黝 呎妝 査を含め約1時間かかります。ご協力くださる方は、献血前日までにご連絡ください。

乳児
健診

骸　 当　 児 �実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 塲

・３か月児（平成15年５月生まれ）

・９か月児（平成14年11月生まれ） �
９月25日(木)�午後１眄30分～午後２時 �

観月台文化センター

第１和室

【樋診内容】☆医師の指導、身長・体重測定、調乳．離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉☆母子健康手帳を忘れずに！

1歳6ヵ月

児
健診

該　 当　 児 �実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成14年１月I EEI～

平成14年３月31日生まれの幼児 �
９月18日(木)�午後１時30分～午後２畤 �

観月台文化センター

大研修室

【健診内 容 】☆内 科と 歯科 の医 師の 診察、 歯 科衛 生士 による 歯み がき 指導 、生 活保 健指導 。身 長 一体

埀 測定 を行い ま す。

☆心理 判定員による 相談・指導･一一子 育てに関する不安 や悩み等、お気 軽にご 相談ください 。

☆栄 養指 導 （おやつ の 試食 ）もあ り ます。

（持 参 するも の） ☆母子健康手帳と １癰 ６ヵ月 児健康 診査票（必 要事項を配 入してください ）を 忘れずに！

ﾆｺﾆｺ相

談会

該　 当　 児 �実 施　日 � 受 付 畤 闡 � 会　　 場

国見町在住の乳幼児　　　　　　

及びその保護者 �
９月４日(木)�午

前9  時 30分　　　　

～午前10眄30分 �

観月台文化センター

第１和室

【実施内容】☆身体計測、栄饗相談、子育て相談等について保健師、栄饗士がお待ちしております。

（持参するもの）☆母子健康手帳を忘れずに！

。
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

心
の
病

の
た

め
に
人
と
交
流
し
た
り

、
外

出
し
た

り
す
る
こ
と

が
苫
手

な
方
が
い
ま
す

。

こ
の
講

座
で

は
、
そ
の
よ
う

な
方

々
と

接
し

な
が

ら
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
広
げ
、
地
域
で
の
生

活

を
豊
か
に

す
る
た

め
の
お
手

伝

い
を
し
て

く
だ

さ

る
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
を
県
北

保
健
福

祉
事
務
所

主

催
で
養
成
し
ま

す
。

養
成
期
川

は
全

３
回
の
日
程
で
す
。

【
講
座

内
容

】

第

１
日
　

８

月
2
2
日

吻
・：

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
と

は
外

第

２
日
　

９
月
1
7
日

團

…
交

流
体

験

第

３
日
　
1
0
月

６
日

剛
・・・
こ

こ
ろ

の

病

気
に

つ

い
て

理
解

し

ま
し

ょ
う

外

【

会

場

】

第
１
Ｈ
・
第
３
日
…
伊
達
町
保
健
セ
ン
タ
ー

第
２
口
・
：
国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

【
受
講
対
象
者
】
　
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
精
神
保
健

福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
精
神
障
害
者
へ
の
支
援
等
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
際
に
希
望
す
る
方
で
。
原
則
３

日
川
連
続
し
て
受
講
で
き
る
方
。

【
申
込
み
方
法
】
　
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
話

で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
と
と
も
に
希
望
助
機

を
記
入
の
う
え
、

保
継
福
祉
課
保
健
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（

″`
５
８
５
－
2
7
8
3

）

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
選
考
を
行

い
ま
す
。
結
果
に

つ
い
て
は
県
北
保
槌
福
祉
事
務
所
よ
り
通
知
さ
れ
ま
す
。

【
申
込
み
締
切
】
　
８
月
８
日
剛
ま
で
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募
　

集

伊

達

地

方

消

防

組

β
　

消

防

職

員
（
高
校
卒
程
度
）

伊
辻

地
方
消
防
組

合
で

は
。
平

成
十
六
年

度
職
Ｕ

採
川

候
補
者
試
験
の
受

験

者
を
次

に
よ
り
募

集

し
ま

す
。

▼
受

験
資
格
・：
消

防
職
貝

・
：
昭

和
瓦
十
四
年
四
川

二

日

か
ら
昭
和
六
ト

ー
年
四

月

一
Ｈ

ま
で
に
生
ま

れ
た

者
（
学
歴
は
問

い
ま
せ
ん
）

▼
募
集
期
間
・
：
七
月

十
六

日

～
八
月
十
五
日

▼
一
次

試
験

日
・：
九
月
二
十

一
日

▼
二

次
試
験
日

…

’
次
試

験
（
‥
格
者

に
通
知

▼
申
込

方
法
・：
申
込
川

紙
に
必
要

な
事

項
を
記

人
し
、
伊
迷

地
方
消
防

組
合

本
部
総
務

課
に
て

提
出
く
だ
さ
い
。

豪
巾
込
川

紙
は
伊
達
地
方

消
防
組
合

本
部
、
各
分
署
、

及
び
国
見
町
役

場
総
務

課

で

交
付

し
ま
す
。
郵
送

よ

る
資
料

請
求
、
申
込

な
ど

の
詳
細

は
問

い
合
せ

く
だ

さ
い
。

★
問
い
合

わ
せ

…
伊
達

地

方
消
防

組
合
消
防
本
部

総

務
課
晋
（
５
７
６
）
4
1
0
1

「

く
ら
し
に
身
近
な

金
融
講
座
」
受
請

生
募

集

金

融
広
轍
中
央
委

員
会

な
ど
で

は
、
く
ら
し

に
役

』叭
つ
身

近
な
金
融

経
済
の

知

識
を
中
仙
公
正

な
仙
場

か
ら
解

脱
し
、
皆
様

の
合

川

的
で
賢

い
家
計

巡
儲

や

生
活

設
計

の
お
役
に
立
て

る
よ
う

、
初

心
者

を
対
象

に
し

た
通
信
講

曜

「
く

ら

し
に
身

近
な
金
融

講
座
」

を

開
謝

い
た
し
ま
す
。
受

講

料
は
無

料
で
す

の
で

、

ご
応

募
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
期
間

卜
月
～
卜
六

年

一
月

▼
学
習
内

容
・
：
川

回
に
わ
た
り
配
本

「
家
計

と
生
活

設
計
≒

経
済
生
活

と
社

会
保
障
制
度
≒

融
商

品

・
サ

ー
ビ
ス

の
基
礎

と

選
択
≒

自
立
し

た
生
活

を

目
桁
し
て
」

▼
申

込
方
法

・：
（

ガ
キ
に
て

、
①
氏
名

②
年
陥

③
職
業
①
郵
便
番

廿

⑤
住
所

ご
⑥
竃
話
冊
号

を
明
記

の
卜
‥
、
次

ま
で
お

送
り

く
だ
さ
い
。
▼
応

募

の

締
切
・
：
７
月
3
1
H

応
募

、
問
い
合

わ
せ
先

〒

１
０
３
－
8
6
9
1

日
本
橋

郵
便
川
私

咨
箱
１

１
１
‥
び
「

く
ら
し

の
身

近

な
金
融
緋
座
」
係
ｎ

０
３

－
5
2
0
3
－

６
６
３

パ
ソ
＝
ン
甲
子
園
２
０
０
1
3

盒
国

痛
等

李
校

パ
ソ

＝
ン

＝
ン

ク
ー
ル

全
川
の
鳥
校
生
を
対
象

に
、
愉
報
処
理
技
術
に
お

け
る
優
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア

と
表
現
力
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
能
力
を
競
う
、
企
国

高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
参

加
行
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
部
門
は
①
Ｃ
Ｇ
・

コ
ン
テ
ン
ツ
部
門
（
２
名

１
組
、
申
込
期
限
９
月
1
2

日
匸
②
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

技
術
部
門
（
３
名
１
紐
、

申
込
期
限
８
月
2
9
H）
の

２
部
門
で
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全

国

商

等

学

校

パ

ソ

コ

ン

コ

ン

ク

ー

ル

実

行

委

員

会

小

務

川

ｇ

５

２

１

－
7
8
3
4

ｈ
ｔ

ｔ
ｐ

：

／

／
ｗ

ｗ
ｗ

．
ｐ
ｒ

ｅ

ｆ

．
ｆ
ｕ

ｋ
ｕ

ｓ

ｈ
ｉ
ｍ
ａ

ｊ
ｐ

／
ｐ
ｃ

　
に

　
ｏ
ｎ
ｃ

ｏ
ｕ

　「

　
／

国
税
税
だ
よ
り

消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

［
事
業
者
免
税
点
の

適
用
上
限
の
引

き
下

げ
］

納
視
丿
務
が
免
除
さ
れ
る
基
準
期
間
に
お
け
る
課

税
売
上
商
が
一
千
万
円
（
現
行
三
千
万
円
）
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

［
簡
易
課
税
制

度
の

適
用
上
限
の
引

き
下

げ
一

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
雌
準

期
川
に
お
け
る
課
税
売
上
高
の
上
限
が
五
千
万
円

（
現
行
二
位
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

簡
易
課
税
と
は
、
そ
の
課
税
期
問
に
お
け
る
課
税

標
準
額
に
対
し
消
費
税
額
を
基
に
し
て
仕
入
控
除
税

額
を
計
算
す
る
制
度
で
す
。

［
適
用
開
始

課
税
期
間
］

こ

れ
ら
の
改
正

は
、
佃
人
事
業
者

は
平

成
十
七

年

分

か
ら
、
事

業
年

度
が
一
年
で

あ
る
法

人
に
つ

い
て

は

、
平
成
十

七
年
三
月
決

算
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

＊
基
準
期
川

と
は
、
個
人
事

業
者
に
つ

い
て
は
そ

の
前
々
年

度
を

い
い
、
法
人

に
つ
い
て

は
そ
の
嘔

業
年
度
の
前

々
年
皮

を
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

個
人
嘔
業
者

の
ｆ

成
↑

匕

年
分

の
基

準
期
間
は
平

成
卜
五
年

分
。
事
楽
年
皮

が
一

年
で
あ
る
法
人
の

が
成
十

七

年
三

月

決
算

分
の

基
準

期
川

は
平

成

十
五
年
一
。一
月
決

算
分
と
な
り
ま
す

。

川

い
合
せ

福
鳥
税
務
署
ｇ

五

。一
面
－

。こ

ニ

ー

税
務
相
談
室
ｇ

五
三

三
－

四

八
一
一
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ありがとうござい ました

緑 の 募 金

みなさ 廠 こごiE わいただいたyf緑の募金」は 、

おかげ
£

まで目 標扇を達成じました。今後県

緑化推進委員会からの配分金にまりJ･町内の

緑化事業に活用いた､し４ す冫ご 協力ありがと

うござ いました 。ｊ●IM11　　 ’`丶
Ｊ

募金総額 664,888円

内訳　家庭募金　465,500円

企業募金　143,000円
ノ

職場募金　56,388 円

交

通

安
全
フ

ア
ミ

リ
ーり

作
文
募
集

内

閣
府
で
は
「
交

辿
安

全

フ
ァ
ミ
リ

ー
作

文
コ

ン

ク
ー
ル
」
を
開

催
し
、
交

通
安
全

に
つ
な
が
る
日
常

か

ら
の
活

助
や
、
身
近

な

体

験
談

な
ど
を
募
集
し

ま

す
。
作
文
の
テ

ー
マ
を
「
我

が
家
の
交

通
安

全
」
と
題

し

、
家

庭

、
学
校

、
地
域

等
に
お

い
て
の
交

通
安
全

に
つ
な

が
る
、
実

践
例

を

作
文
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
方

法
…
小
・
中

学

生
は
原
稿
川
紙
三

枚
以
内
、

そ
の
他
一

般
、
鳥

齢
者
等

は
五
枚
以
内

で
、
作
文
内

容

に
ふ
さ

わ
し

い
題
名

を

付

け
、
応
募
区
分

、
住

所
、

氏

名
等

を
記

祓
の
ｈ

、
次

に
送
付

く
だ
さ
い
。
▼
応

募

期
限
…
九

爿
十
日

※
応
募
区

分
や
詳
し
く
は
、

次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
お

問

い
介
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★
応
募
・
問
い
合

わ
せ
先

〒
１
０

１
－
0
0
2
1

東

京
祁
千
代
Ⅲ
区

外
神
川
２

１

２
－
1
7
共
同

ビ
ル

北
日
本
交

並
福

祉
協
会
交

逝
安
全
作

文
募
染
係

贄
０
３
－
3
2
5
5

－

２

h

ｔ
ｔ

ｐ

：

／

／
ｋ

ｏ

ｕ

ｔ

ｓ

ｕ

ｆ

ｕ

ｓ

ｈ

ｉ

．
ｏ

ｒ

．

ｊ
ｐ

自
宅
で
大
学
の
授
僂

放

送
人
学
で
は

、
平

成

十
五
年
度
二

学
期

｛
十
月

入
学

｝
の
学
生
を
募

集
し

て

い
ま
す
。
自

宅
で
大

学

の
授

菜
が
受
け
ら

れ
る
放

送
大

学
は
、
Ｃ
Ｓ

デ
ジ
タ

ル
放

送

や
、
テ
レ

ビ
と
ラ

ジ
オ
で
授

業
を
行

い
、
自

宅
で
学
習
で
き
ま
す
。

▼
募
集
学

生
・：
◇
企
科

艇

修
生

（
卒
業
を
Ｈ
指

す
学

生
）
◇

選
科
艇
修
生

（
一

年
川
在

学
）
◇
科
目
履

修

生

（
六

か
月

在
学
）

▼
受

け
付
け

期
限
・：
八
月

卜
五

日

▼
放

送
大
学
の
特
長
・：

◇
テ
レ

ビ
と
ラ
ジ

オ
を
利

川
し
て
授

業
を
行
う
正

規

の
人
学
で

す
◇

人
学
試

験

は
な
く
、
卜
八

巌
以
匕

な

ら
だ

れ
で

も
入
学

で
き
ま

す

▼
一
科
日
で

も
学

べ
ま

す

▼
卒

業
す
れ

ば
学

士
の

学
位
を
収

得
で
き
ま
す

★
問
い
合

わ
せ

放

送
大
学
禍
島

学
習
セ
ン

タ
ー
｀
。
０
２

４
（
９
２

１
）
7
4
7
1

お
知
ら
せ

消
費
生
活
情
報

身
に
覚
え
の
な
い

請

求
に

注
意

を

！

最

近
、
不
正
な
請

求
糾

を
一

方
的
に

送
り
つ
け
ら

れ
る
嘔

例

が
報

杵
さ
れ
て

い
ま

す
。
以

前
に
、
消

費

者
金

融
等
を
利
川
し
た
り
。

債

務
者

の
リ

ス
ト
な
ど
を

使
川

し
て
、
無
作
為

に
送

り

つ
け
て

い
る
よ
う
で
、

電

報
に

よ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

ト

ラ
ブ
ル
に
巻

き
困
れ

な

い
た
め
に
も

、
次

の
こ

と

に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
記
祓

さ
れ
て
い
る
内

容

を
確
認
し

、
身

に
覚
え

が
な
い
場
合
は
県
消

費
生

活

セ
ン

タ
ー
に
連

絡
く
だ

さ
い
。
②
・
簡
単

に
連
絡
す

る
の
は
危
険

で
す
。
電
話

番

号
な
ど
個
人
情

報

が
漏

れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、

絶

対
に
自

分
か
ら
連
絡
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
不
審

に
思

っ
た
ら
柵
心

県
消
費

生
活
セ
ン

タ
ー
に

｀
″
５
２
１

－
0
9
9
9

に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

覚
え
て
く
だ
さ
い

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１７１

災
害
時
に
は
、
災
害
地
の
電
話
回
線
が
不
通

と
な
り
電
話
が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
被
災
地
域
内
や
他
の
地

域
の
方
々
と
の
問
で
「
声
の
伝
言
板
」
の
役
割

を
果
た
す
の
が
「
災
害
川
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
で

す
。
災
害
時
に
は
家
族
や
親
戚
、
友
人
な
ど
と

の
安
否
情
報
の
確
認
に
利
用
で
き
ま
す
。

ご利用方法
｢S71 」をダ イヤ｣ 心､ 利 用 ガ イダ ンス にし た がっ て

伝 言 の ９ 音･ 再 生 を斤 っ てくだ さい.

SI富 畤 の 刊 用 閾 紿 畤 に つい ては. ＮΥΥ で訣 定し 。

テレ ビ･ﾗ  ｼ  ゙ｵ  等で お 知 ら せしま す。

詳しくはｈttXχ/yＷＷＷぶtt４ｓt Ｃ０,扣/gfirsal/

をご覧になるか､116 薑へ羈い合わせください．

●
ご
利
用
体
験
期
間

「
防

災

と

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア
週
川
」
に
合
わ
せ

て
「
災
害
川

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル
」
を
運
用
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
用
期
間
　
平
成
十
五

年
八
月
三
十
日
出
午
前

九
時
～
　
九
月
五
日
吻

午
後
五
時



パ
ス
ポ
ー
ト

窓
口

が
移
転

七
月

―
十
二

日
よ
り
、

現
在

の
県
庁
旅
券

窓
川
を

柵

鳥
駅
西
口

前
の
「
コ
ラ

ッ
セ

ふ
く
し
ま
」

ビ
ル

ー

階
に
移

転
し

、
新
た
に
「
福

島
県

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ

ー
」
と
し
て

業
務

を
開
始

し
ま
す

。

ま
た
、
平
日
の
業

務
時

間
の
延
長

及
び
旅
券
の
日

曜
日
交

付
を
実
施
し

ま
す

の
で

、
ご
利

川
く
だ
さ
い
。

▼
移
転
先

…
福
鳥
駅
叫
口

複
合

施
設

「
コ

ラ
ッ
セ
」

ビ
ル

。
階

（
柵
鳥
市
三

河

南
町

。
番

二
〇
‥
ゲ
）

▼
業

務
時
間
・
：
月

曜
日
か

ら
金
曜

日
ま
で
は
午
前

九

時
か
ら
、
申
甜
は
午
後
六

時
ま
で
、
交
付
は
午
後
七

時
ま
で
。
日
曜
日
は
旅
券

交
付
業
務
の
み
、
Ｔ
前
九

時
～
午
後
五
時
ま
で
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

移
忙
す
る
の
は
県
庁
窓

口
だ
け
で
す
。
県
内
の
他

の
旅
券
窓
口
は
場
所
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
曜
日
に
パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
き
る
の
は
受
け
収
り
だ

け
で
す
。。

★
問
い
合

わ
せ
先

福
鳥
県
旅
券
グ
ル
ー
プ

い
 
1 
1
7
9
9
9

新
た
な
パ
ス
ポ
ー
ト
窓

川
と
な
る
「
コ
ラ
ッ
セ
ふ

く
し
ま
」
の
場
所
は
左
の

地
閥
を
参
照
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融

公
庫
よ
り

化

宅
金
融
公
川

の
住
宅

ロ
ー
ン
を

返
済
巾

で
火

業

や
収

入
の
減

少
な
ど
で
返

済

に
お
困
り

の
み

に
対
し

て
は
、
次

の
よ
う

な
返
済

方

法

の
変
．史
を
実
施

し
て

い
ま
す
。
Ｌ
返
済
川

川

の

延
災

（
最

災
Ｐ

年
Ｔ
２
一一
儿

金
据
置
川

川
の
設
定

｛
最

災
．．
．年

｝

戈
兀
金
据
置

期

間
中

の
金

利
引
ド

げ
取

り

扱

い
期
間

は
平
成
卜
六

年

三
月
末

ま
で
で
す
．

詳

細

に
つ
い
て
は
、
住

宅

金

融

公

川

東

北

支

店

〔
贄
０
２
２

（
２

２
７
）
5
0
0
3

〕
又
は
現

在

ご

返
済

中
の
金
融
機

関
の
相

談

窓
ロ
コ
ー
ナ
ー
ま
で
．

コラッセふくしま

グランドオープン！

ＪＲ 福鳥駅 西 口に 、「ふ くし ま」

の に ぎ わい と 産 業 振 興 の 拠点 と

なる「 コラッ セふ くし ま」が誕生

し ます。こ の施 設で は、中 小 企業

者の 育成・支援を 行う ほか 、観 光

物 産情報･ 各種 行政 サービ スの 提

供な どを 行い ます。

★ 開 館 記 念事 業 と し て ７月25 日

～27 日の ３日 間、さ まざ まな イベ

ント が繰 り広げ ら れ ます。皆 さん、

ぜ ひお出 かけ くだ さい。

川見町まちづくり推進協議会助成･IS業

主催：国見町商工会青年部

と　 き　 ８月 ２日（ 土）

１ ３：００から

場　 所 藤田 商店街

（つく だや酒 店～

新 叶屋菓 子店 ）

催　 し 歩行者天国
盆踊り

よさこい踊り

^ 底 辺 賍 汾 琵 で

今までのご支援ご協力に蟋洳晤たじ
μ

終
戦
時
　
引
揚
者
の
方
へ

通

貨
・
証
券
な
ど
｛
ｇ

お
返
し
し
て
い
ま
す

終
戦
後

海
外

引
揚
者

か

ら
税
関

が
お
預

か
り
、
保

竹
し
て

い
る
辿
貨

・
証
券

等
を
お
返

し
し
て

い
ま
す
。

次
に
心

町
た
り
の
方

は

お
問
い
介
せ
く
だ
さ
い
。

○
終

戦
後
、
外
地
か

ら
引

楊

げ
て

こ
ら
れ
た
方

が
上

陸
地

の
関
税
。
海
収
Ｅ
Ｍ

に

贖
け
た
辿
貨
・
証
券

な
ど
。

○
外

地
の
集
結

地
に
お
い

て
総

領
丿
館

な
ど
に
垣
け

た
証

券
の
う
ち
、

卜
本
に

送

還
さ
れ
た
も
の
。

★
問
い

合
わ
せ

小
名
浜

税
関
支
署

g
0
2
4
6

－

９
２
－

５

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

牧
野
　

容
f
J
7
6
又

町
北
）

原

川
　

木
f
j
7
9
（
小
坂

）

相
澤
　

光
男

ご
8
5（
錦

町
）

八
巻
　
　

榮

ご
8
2｛
匐
恚

｝

岡
崎
　

イ

シ
い
8
9（
以
扁

）

辿
藤
　
　

清
バ
9
0（
充
川
き

結
婚
お
め
で
と
う

齊

藤
　

光
弘
バ
　

神

村
輿
樹
子

ご
　
　
（
石
は
川
北
）

長

尾
　

Ⅲ
昭
い
　

鴨
田
　

信
子
ｊ
　
　
｛
滝
山

｝

後
藤
　

勝

之
丿
　

渋
谷
　

忠
美

ご
　
　
（
本
町

）

誕
生
お

め
で
と

う

人

槻
　

涼

花
ノ
　

稔

丿
　
　

洋

子

ご

１

Ⅲ
光
鵬
）

佐

藤
　

真

実

．・
　

和

哉

ご
　

敏

江

ご

（
太

Ⅲ

川

）

．
．．木

向

日

葵
ノ
　

孝

教

．に
　

留

美

ｆ

、．‘
【
山

崎

舘

】
(  6  月 日までに､町町窓口で々 付した

力'で溂 減をfl･するyj‘を掲載しました)

掲載を希望されない方は 、届け出の際にお申し出下さい。

7月の心配ごと相談

5111火･ 陳淘 北人'４

封ll nf.j ，

1311･t･　-'執 戊.‘,.

倡一赭 叭ｔ ．`

●場所 場 ( 3 新 )
●畤間 午前9･ｰ  dﾓ午

人口 と世 帯

平成15 年６月１日現在

人口10.972 人(   ー4 )

男5.278 人（士Ｏ）

女5.694 人（－４〉

出生６人 死亡６人
転入14人 転出18人

世帯3.217 世帯（土 Ｏ）

国見夢まつり



生涯学習

つうしん

国見町教育委員会生涯学習譚
(観月台文化センター)

( 585 ) 2676 FAX ( 5 ) 27071

く
に
み
女
性
教
室
（
第

二
回

全

体
学

習

）

コ
ー
ヒ
ー
の
楽
し
み
を
学
ぶ

六
月
十
八
日
に
「
コ

ー
ヒ
ー

の
味
わ

い
と

ケ

ー
キ
の
楽
し

み
」
と
題
し
て
相
馬
郡
飯
舘
村

で
自
家
焙
煎
珈
琲
の
店
「
椏
久

里
」
を
経
営
し
て
い
る
市
澤
美

由
紀
先
生
（
国
見
町
出
身
）
を

講
師
に
迎
え
、
コ
ー
ヒ
ー
と
の

関
わ
り
を
通
じ
て
元
気
な
女
性

の
生
き
様
や
良
い
コ
ー
ヒ
ー
豆

の
選
び
方
と
美
味
し
い
コ
ー
ヒ

ー
の
煎
れ
方

の
話
し
を
聞
き
ま

し
た
。

後
半
は
、
プ
ロ
が
煎
れ
た
香

り
高
い
コ
ー
ヒ
ー
と
手
作
り
ケ

Ｉ
キ
を
十
分
に
味
わ
い
な
が
ら

楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

行事のお知らせ
《 ７月 》

23日(水) 阿津賀志学級(陶芸)

24日(木) くにみ女性教室(絵手紙)

29日(火) 少年仲問づくり(キャンプ)

30日(水) 少年仲閧づくり(キャンプ)

31日(木) 少年仲問づくり(キャンプ)
《 ８ 月 》

１日( 金) 阿津賀志学級( 輻魴 花靦貫僉)

合同学習会( 町政を知る)

４日( 月) 町内小学生宿泊研修

５日( 火) 町内小学生宿泊研修

６日( 水) くにみ女性教室

(上手な話し方)

７日( 木) 子育て 教室( 語り合おう)

８日( 金) 休館日

23日( 土) 町民陶芸教室

29日( 金) 成人学級( 太極拳)

子育て教室(手づくりおもちや)

３〕日( 土) 町民陶芸教室

文化センター休館日
変更のお知らせ

８月４日(月)と５日(火)に町内小

学生の宿泊訓練が行われるため、観
月台文化センターの休館日を次のと

おり変更します。
▼変更後の休館日

８月８日(金)

阿

津

賀

志

学

級

奉
仕
作
業
と
交
通
白
全

六
月
四
日
、
百
四
十
名
程
が

参
加
し
て
、
恒
例
の
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
美
化
奉
仕

作
楽
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
時

問
ほ
ど
の
作
業
で
し
た
が
、
ゴ

ミ
輪
い
と
草
む
し
り
で
セ
ン
タ

ー
周
り
は
、
と
て

も
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
汗
し

た
後
の
さ
わ

や
か
な
気
持
ち
で

交
通
安
全
敦

室
を
受
講
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
阿
津
賀
心
学
級
安

藤
委
員
長
よ
り
開
会
の
あ
い
さ

つ

が
あ
り
、
講
師
の
桑
折
警
察

薯
交
通
課
長
梅
宮
光
雄
様
よ
り

「
高
齢

者
の

交
通
安

全
の

現

状
」
と
題
し
て
、
特
に
昨
今
の

痛
ま
し
い
高
齢
者
の
事
故
を
教

訓
に
交
通
安
全
・
事
故
防
ｉ
と

い
う
点
を
中
心
に
ご
講
話
い
た

だ
き
、
最
近
の
鳥
齢
者
の
交
通

丿
故
多
発
の
実
情
を
具
体
的
に

伺
う
こ
と
が
で
き
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ビ

デ
オ
「
新
水
戸

黄
門
の
交
通
安
全
」
を
観
賞
し

て
交
通
ル
ー
ル
の
重
要
性
と
遵

守
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夜
問
外
出
時
は
、
で
き
る
だ

け
明
色
系
の
服
装
が
良

い
こ
と
。

反
射
材
の
タ
ス
キ
や
マ
ー
ク
入

り
を
身
体
に
身
に
つ
け
る
と
よ

り
良
い
こ
と
な
ど
を
理
解
す
る

こ
と

が
で
き
大
変
有
意
義
な
交

通
安
全
教
室
で
し
た
。

今
後
と
も
交
通
安
全
・
嘔
故

撲
滅
を
誓

い
合
い
な
が
ら
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

町
民
そ
ろ
っ
て
「
明
る
く
し

あ
わ
せ

な
活
力

あ
ふ
れ

る
生

活
」
の
た
め
奮
っ
て
交
通
安
全

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。



観月台文化情報

’親子 映画館

［ハリー･ポッターと

秘密の部屋］

９月２０日( 土) 午後1 時半

入場料　３００円

(小学生以上)

津軽ひろ子

歌謡ショー

９月14 日(日)

午後６時～

入場無料

問い合わせ●●・ 生１ 事物 ■ 新 (  585  )  76

《町民陶芸教室募集》

内　 容　手 ぴねり、タタラ作り、絵

付け､ 釉掛けなど作品製作

日　 時　 ８月23日 、８月30日、

９月13日､ ９月20日

(土曜日　 ４回)　

9:30 ～ｎ:30  ( 2時間)

場　 所　 観月台文化センター

定 員　16 名

対　 象　 国見町に在住又は､ 町内の

職場に勤務する方

講　 師　 陶芸家　 佐久間　－ 先生

(東和町)

材料費　1  . 500円

申し 込み及び問 合せ

８月８日( 金)ま で 生涯 学習課

生涯学習係へ(電話での申込可)

子
育
て
教
室
　
親
子
活
動

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

子
育
て
教
室
で
は
、
六
月
二

十
六
日
に
「
親
子
活
助
」
を
行

い
ま
し
た
。
講
師
は
、
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
「
ト
ト
ロ
の

さ
ん
ぼ
」
で
は
、
け
親
が
音
楽

に
の
っ
て
楽
し
そ
う
に
踊
る
姿

を
見
て

Ｉ
・
二
歳
の
幼
児
も
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
、
み
ん

な
と

。
緒
に
体
を
動
か
し
て
い

ま
し
た
。

手
遊
び
も
次
々
と
出
て
く
る

指
人
形

に
歓
声
を
あ
げ
、
ま
る

で
指
人
形
の
世
界
に
吸
い
込
ま

れ
る
よ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
。
小
さ
な
体
を
匕

ド
左
右
に
大
き
く
ゆ
す
っ
た
り
。

飛
び
跳
ね
た
り
し
て
楽
し
さ
を

体
中
で
衣
現
し
て
い
ま
し
た
。

思
い
っ
き
り
遊
ん
だ
後
は
、

み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
の
お
や

つ
タ
イ
ム
で
す
。

「
み
ん
な
と

。
緒
は
楽
し

い
」

と
い
う
体
験
を
味
わ
う
こ
と

が
、

今
回
の
溝
座
の
ね
ら
い
で
し
た

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち

の
ア
イ

デ
ィ
ア
で
充
分
に
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ

熱戦を展開 一町長杯スポーツ大会－

６月１日から22日にかけて行われた町長杯スポーツ大会。

８種目の競技に600人が参加し、熱戦を繰り広げました。結

嬰は、次のとおり。

1ソフトポール】ｖ鏖鸚 滝川▼準優爵 藤田ｓ合病院▼３位 石母田スポ
ーツ振興会 国見匐役切| ゲートポール】ｖ優勝 石ｌ 田ｙ凖懷靹 藤田Ｂﾔ
 3 田ｃ ｌｌ 球】ｖ倭勝 本田々吉・高蝸ｓ子組▼●優駲 渥辺毎・

阿部不二子耜▼３位 古内由皃・渥部良子組| 軟式野球lｖ倭勝 ピエロペ
ースポールクラブｙ凖優刪 国見ジャイアンツ| グラウンドゴルフlｖ●膀
大綢俊子▼･凖優筋 半沢ｰ  3 位 宮西スイ子l スポ少ソフトポール】

▼侵剔 藤田スポ少●・ 燬睛 ａａ野スポ少1 バウンドテニスl
ｙ懷勝 吉

田冨美子 一八颶和子咽ｖ凖優騎 鈴木孝禮 一大竹ツネ組ｖ３位 颶槇友一 一
方例令子組| 家庭バレーポールlｖ唖剽 ドリームｖｌ･慢● ペストフレン
ズｖ３也 石母田スポーツ振興会

募集
親子で楽しむ

ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ教室
・日　時　８月4日( 月)･5日( 火)

午前７眄30 分～午後9時

・内　容　基礎、応用、練習 試合

・場　所　観月台文化セン ター体育館

・対　象　町在住又は在勤の方

(一般対象)

・申 込み　７月30 日 まで生涯学習課へ

(電話での申込可)

プールは８ 月２４ 日まで
期 間 フ 月 ５ 日~ ８ 月 ２ ４ 日

(ナイターは７月19 日～８月17 日 )
時 問 ① ９:００～11: ３０

②13: ００～15: ００

③15: ３０～17: ３０

.　　 ④18: ３０～２０:３０【ナイター期間のみ】



国見ニュータウン 61 区 画
分 譲中

着
実
な
る
前
進

安
心
確
実
の
分
譲
地

平

成
十

一
年
度
に
一
六
二
区
画
の
分
譲
開
始
以

来
、
毎
年
着
実

に
販
売
を
進
め
、
既
に

Ｉ
〇

一
区
画
を
分
譲
、
残
り
六

十
一
区
画

と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
経
済
状
況
の
も
と

、
緩
や
か
な
が
ら
着

実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て

い
る
の
は

、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

恵

ま
れ
た
環

境
と
安
心
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら

れ
ま
す
。
既
に
七
十

五
世
帯
二
六
〇
人
を
超
え

る
方
々

が
移
住

さ
れ
、
半
数
以
上

が
国

見
に
移

り
住
ま

れ
た
方
で

、
定

住
化
構

想
も
前
進
し

て
お
り

ま

す
。
国
見
町

が
国
土
交
通
省
の
補
助
の

も
と

、
し
っ
か
り
造
っ
た

も
の
だ
か
ら

、
「
安
心

、
確
実
、
さ
ら
に
格
安
の
分
譲
地
」
こ
の

こ
と
を
大

切
に
、
既
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方

を
は
じ
め
多
く
の

皆

様
に
信
頼

ｆ
支
援

さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
六
十
一
区
画
が
あ
り
。
先
着

順
に
要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま
す
。

建
築
期
間
の
制
限
は
無
く
、
将
来
予

定
さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も

購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に

是
非
現
地
を
ご
覧
下
さ
い
。

詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

ll･ﾄ 水゙逆完備

お紅 やすい卵 討 ド

;|恥| 坤 ぷ･1と|〕帥 地

隰=y) ないII咄 とJ陥

憩いの緑地公|娟 力所

拑 乱廁
刈14川
川 垳

お申込み・

お問い合わせ

国見町企画財政課

谷 585-2927

支払条件大幅緩和
契 約 時 に１割 、残 り は３年 以 内の 分 割 納 入

が 可能に!

借 り 入 れ によ る一 括 支 払の 場 合 は３年 間 の

利子 補給 制度 新設

(1 干万円を限度に､２％について３年間利子補給)

大
木
戸
小
　
一
年
生
の
綰

「
げ
ん
き
に
ぐ
る
ぐ
る
」
よ
り

黔
ぐ
る
ぐ
る
ぷ
う
る

あ
べ
　

ゆ
う
と

卜
く
る
り
ん
ぱ
が

で
き
た
よ

た

か

は

し

み

ほ

黔
あ
め
だ
ま
が

た
く
さ
ん
あ
る
よ

ご
と
う

ま
ゆ

枷
に
こ
に
こ
ま
あ
く

さ

と

う

面

き

編
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